
北海道薬学実務実習フォーラム
2020

1

北海道薬剤師会薬学実務実習委員会

改訂コアカリ
薬局実務実習受入実施施設に関する

アンケート調査結果について

副委員⾧ 石丸竜大
令和2年2月16日



改訂モデル・コアカリキュラムに基づく

薬局実務実習の実施状況を調査。

目的・意義

実習における課題の把握及び、

今後の薬局実務実習の質的向上を図る。
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【対象】
2019年度第Ⅰ～Ⅲ期学生受入施設
157施設対象

【回収率】
87.9％（138施設）

【受入人数】
第Ⅰ期 1人 63施設 2人 22施設
第Ⅱ期 1人 66施設 2人 32施設
第Ⅲ期 1人 51施設 2人 18施設
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79.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未来の薬剤師育成に貢…

自己研鑚になった

自身のモチベーション…

大学を身近に感じるよ…

薬局の業務の改善につ…

特になし

実習生を受入れて良かった点 (複数可)
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実習生を受入れて苦労した点(複数可)
54.3%

0% 20% 40% 60%

業務への影響
スケジュールに沿った…
実習生に合わせた実習…

事前準備
実習生の評価

実習時間の不足
特になし
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実習生を受入れて苦労した点(複数可)

0% 20% 40% 60%

実習生とのコミュニ…
実習生の実習に取り組…
患者(顧客)の理解が得ら…
薬局スタッフの協力不足
トラブル発生時の対応

開設者の理解不足
大学担当教員との連携
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実習生のトラブル(複数可)
82.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特になし
実習生の体調不良

実習生の実習に取り組…
身だしなみの乱れ

無断遅刻・無断欠席
実習生の患者(顧客)対…

就職活動に起因するもの

【0%の項目】
・不慮の事故により発生した怪我
・指導者の転勤・退職
・個人情報の漏れ
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代表的な８疾患の関わり (138施設)

55.1%
71.0%
73.2%
83.3%

35.5%
26.8%
25.4%
15.9%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

がん
精神神経疾患
脳血管疾患

心疾患
免疫・アレルギー疾患

糖尿病
感染症
高血圧

症例検討・服薬指導 調剤のみ
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服薬指導開始時期 (138施設)
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52.9%
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学生一人あたりの服薬指導件数 (138施設中)

49施設

0 10 20 30 40 50

10人未満

10人以上～30人未満

30人以上～50人未満

50人以上～100人未満

100人以上～150人未満

150人以上～200人未満

200人以上

（施設数）



11

旧コアカリ時の学生受入経験 (138施設中)

旧コアカリ時の
服薬指導状況確認

はい 90.6%

いいえ
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旧コアカリ服薬指導開始時期 (124施設)

(週)

(施設数)
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旧コアカリ学生一人あたりの服薬指導件数 (124施設中)

（施設数）

33…
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10人未満

10人以上～30人未満

30人以上～50人未満

50人以上～100人未満

100人以上～150人未満

150人以上～200人未満

200人以上
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改訂コアカリと旧コアカリ服薬指導開始時期の比較

(週)

旧コアカリ

改訂コアカリ



改訂コアカリと旧コアカリ学生一人あたりの
服薬指導件数の比較
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0% 10% 20% 30% 40%

10人未満

10人以上～30人未満

30人以上～50人未満

50人以上～100人未満

100人以上～150人未満

150人以上～200人未満

200人以上

改訂コアカリ

旧コアカリ
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ルーブリック評価をするにあたり問題はありましたか？

ない 83.3%

ある



• ルーブリック3にもっていくのは少しハードルが高い。

• ひとつのステップでも何項目か目標があったため、
どこまでできればクリアと判断して良いかがわから
なかった。

• 「すべて」という言葉があるとほとんどできていて
も評価を上げられないと悩んだ。
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ルーブリック評価をするにあたり問題 →「ある」
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実務実習記録をするにあたり問題はありましたか？

ない 92.0%

ある



• まとめてつけようとしても照らし合わせるのが難しく、
1回1回SBOなど調べるのが大変。
毎週末に対応するのが大変。

• 1ヶ月しかさかのぼれなかった。（システム入力）

• システム上で入力する時に分かりにくい。
日報から実務実習記録評価ができるようにしてもらえ
ると効率的になる。
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実務実習記録をするにあたり問題→「ある」
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自店で「在宅（訪問）医療・介護への参画」を
学生に提供することは出来ましたか？

はい
65.2%

他店に
依頼
31.9%

集合研修のみ
2.9%

※未実施 0%
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改訂コアカリの各期の間隔(2週間)はどうですか？

丁度良い
79.7%

短い
19.6%

※⾧い 0%

【最適な期間】
・3週間 1.4%
・4週間 14.5%

未回答 0.7%
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今後、受入するにあたり、何か問題はありますか？

ない 83.3%

ある



• 業務状況によっては指導ができず、自習になってしまう。
座学の時間も取れず難しい。

• 人員不足。指導薬剤師の業務負担。通常業務への影響。

• 同時に2人受入は難しい。薬局スタートなので以前のように
病院スタートよりも服薬指導の開始時期は遅くなる。

• 社内人事異動による担当指導薬剤師の欠員。

• ８疾患を体験させることが難しい。災害に関することなどは
何を行えばよいかわからない。スケジュールが過密になる。
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今後、受入するにあたり、何か問題 →「ある」
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今後も実習生を受入れたいと思いますか？

今後も受入れたい
89.9%

受入れたくない
0.7%

問題が解決すれば
受入れたい

9.4%
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改訂コアカリに向けて様々な講習会がありましたが、
それらの情報から準備や心構えができましたか

はい 87.0%

未回答 1.4%

いいえ
11.6%
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改訂コアカリに向けて様々な講習会がありましたが、
それらの情報から準備や心構えができましたか

はい 86.9%

いいえ• 服薬指導の早期実施を行うことができた。

• 丁寧な講習会や研修会などしていただいてとても良かった。

• 改訂後のイメージができて良かった。

• ルーブリック評価など新たな項目への不安は改善された。

• 講演会に参加したおかげで準備ができたので続けてほしい。

【要望・意見】



• 今後も情報発信してほしい。やってみてかつ実際から
でた問題の解決の発信の方が重要。

• 道南地区なのであまり参加できなかった。

• 資料の内容は難しく、行っていない人には理解しずらい
と感じた。一番やるべきことをシンプルにまとめたもの
が良かった。

• 体験談が多いと参考になる。
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改訂コアカリに向けて様々な講習会がありましたが、
それらの情報から準備や心構えができましたか

【要望・意見】



• SOAPについての理解を深めてから実習に来てくれると
良い。

• OSCE評価者講習会を受ける前後で学生の見方が変わっ
た。差し支えない範囲で評価の内容を指導薬剤師に開示
していただけると対応の仕方も考慮できるかと思った。

• 現場ならではの内容を重点的に指導したいので、知識や
座学でカバーできる部分は大学でも予めある程度教えて
欲しい。
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大学に対するご意見ご要望



• 実習前実習等について学生の声を聞いて改善すべき。

• 大学教員の対応が異なると、実習先で学生の休み
（インターンシップ、病欠など）について違いが
出てしまい不公平感が生まれる。教員の対応を
統一してほしい。

• いつもご対応ありがとうございます。
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大学に対するご意見ご要望



• 認定指導薬剤師を増やせる環境を増やしてほしい。

• 卸見学のマッチングが先着順で競争率が厳しい。

ワクを増やして頂けると助かります。(札幌)

• 同じようなアンケートが多い。

• 様々な対応ありがとうございました。

• 薬局実習に関して薬剤師会と関わっている印象はない。

もっぱら大学や調整機構との関わり。
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薬剤師会に対するご意見ご要望


